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究に取組んでいるのが現状です｡ 研究室の零囲気は和気 あいあいとしてい凌す

が実験装置の充実および学生数の増加に伴をいスペースが足 少をくなってきて

vbるのが悩みの種です｡ (鈴木茂雄 )

沢田-浜野研究室 (物性物理学第三講座)

わたくしたちの研究室は誘電体の研究においては伝統のある研究巷だと思って

います｡沢田教授が東大物性研から移って こられる前には,現在名大 ｡工 ･人

工結晶におられる高木 (豊)先生のグループの誘電体の研究が行夜わ丸ていま

･㍊ノた｡ 築者には沢田教授が着任 してか ら少 し経った頃か らのことし示わか bま

せ んが,昭和 57年当時か ら沢田教授が中心 と浸ってみつけた典型的夜秩序無

秩序型の禰転移をする強誘電体 NaN02の結晶育成,熱膨張,分極反転をどの

離 籍が盛んに行をわれていま したO -方,NaN92は これまで知 られていた強

誘電体の中で もっとも構造の簡単を物質で したが,沢田教授は もっと構造の簡

単を強誘電体をもみつけるべ く非常夜熱意をもっ.T指轟を していま したo その

勘 同 じく沢田教授 らによってみつけ られた強誘電体KNOぅおよ▲ぴそあ関連物

:t質の研究 も行をわれていま した｡また,同 じ講座の助教授であーった現在東工大

q一二Lq電子物理の野村先生のグルーTプではベ ロブスカイト型の複合軟化物をど

の静電的肇転移,磁気的相転移の研究が行希われていま した'O この方面におけ

るそれまでの実験的研究は磁器で行希われていましたが,野村先生は単結晶に

-よる実験の重要性を強調 し.,練馬づ くれが盛んに行希われていましたo 沢田教

授は上の研究テーマの他tlc,熱測定,高温物性にも非常を関心を''&っていて,

カ.-ギン牽発熱体とした真空炉の運転および窒化物における物性測定夜どが行

夜われていました｡

研究室が^的に現在の状態に浸ったのは野村先生が移 って後 ,昭和 4'5年秋

浜野助教授が衷茶大か らきてか らですp 浜野助教授は強誘電体におけ る分極 と

魔 子ひずみの関係を研究 してきずした｡ よb具体的には圧電泉∴奮壷を魂べる

ことですが,嫁 じめの頃は小林理研で現在電通大におられる丸竹先生あ下亨p
I ●.r

､zT磁 器の性能向上の研究を していましたが,のちに前にもあべま した強誘電

体 NaN02の圧電気の研究をしました｡ 浜野助教授はその研究で NaNO2め儀
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誘電性軸 と密接に関連 した圧電定数が,強誘電性相のある温度でその符号を逆

転する現象に関 して一つの模型 も考えついていますo 弘津助手は NaN02 にお

ける屈折率,複屈折の詳 しい濫慶依存性を研究 し,分子論的立場 よb論 じたと

い う経験をもっています｡ また最近では,プロブスカイ ト型の塩化物の相転移

の研究を行かハま したo八田助手は NaN02 の誘電分散の研究を行ない,強誘

電体の相転移の動的機韓をさ らに詳 しく調べるため,この物質の超音波吸収,

音速の変化の測定 を行浸ってきました｡

浜野助教授が着任 した直後に沢田教授は理学部長兼務 とをb,その後学内 ･

学外においていろヤ ろの問題があb,忙が しい時期が続き,研究室全体の活動

が少 し停滞 したかにみえま した｡ しか し,このところ一年 ぐらいの間は研究室

の各員がそれぞれ独特の研究を開始 したところです｡ われわれの研究室の陣容

は現在は沢田教授,浜野助教授の他,弘津助手,八田助手,戸珂事務員,博士

課程の佐 々木君,天野君,大西君 ,虎口君!松田君 ,格士課程の新貴君,清水

君 と通 年次の学生 5人 よ恒5:ってVlます ｡ 沢田教授は昭和 45年秋理学部長の

任を終え,やっと研究室にもぞったところです｡浜野助教授は現在 NaN02に

おける誘電性,圧電性を統一的夜立場 よb整理すべ く,誘電率,自発分極,圧

電率の詳 しい測定ををし,解析を行怒ってivTlます｡また結晶作成に関 しては一

家言をもっていて,SbSIとしては非常に良質の結晶をつ くD,すでに圧電性

の研究を しましたが,ひきつづき新美君 とともに空間薦荷の影響について十分

考慮をは らいをが らこの物質の電歪定数の測定をし,そろそろ最終データがで

るところですo また,先の NaN02の圧電定数の符号を変えるとい う革具をふ

るまいと関係 して,圧電 定数の周波数分散V(I,興味をもちは じめているところセ

す｡ 弘津助手は このところず 圭と先にのべた CS‡)bC15系の物質の良質の単糸

晶をつ くって物性測定を毎そってきま したが,この物質は浸近脚光をあびてい

る structLralPhase Transitionをする物質で,常温附近で4つのタイプ

の相から成っていることをみ1,1だ しま した｡ それ らの結果を最近まとめ友とこ

ろです｡また,わた くしたちの研究室に最近はhbました日立製一赤外分光光

度計 F=S-21型を用いて,強誘電体その他の物質における格子振勤の研繁

忙とbカ凍 っています｡ 八田助手は N'よNO2.の超音波吸収,音速の変化の測定

結果を解析すものに重要を壷である異常比熟め濫慶依存性の詳細を動産をA C
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カロリメ ト1)-の方法で東大物性研の生嶋先生 と共同研究を行浸っていますo

また松田君 とともに KMnF5の StrucもuralPhase Trd･nsition Point近
･i;

傍における超音波吸収の測定を Ma.tec社製の装置を用いて行をい,阪大 一理

の榎 田君,山口 (安定)先生,東大物性研の生鳴先生と一ともに BaTiOSの相

転移点近傍 における複素弾性率の異常に関する研究を,また東=大 ･苛 ･柳研

究登の花立君 と強誘電体 TCTTSの誘電分散の精密測定を行夜っています｡

(昭和 46年 2月 八田 記 l

柳 研 究 室

われわれの研究室は物性実験研究室で,現在強訴電体の光学非線形効果お よ

び光散乱の研究を行をっている｡ この物理学教室のい くつかの研究嚢は強誘電

体 と密接かまたは神当を関係があD,この点は研究遂行上で利点 と凍ることが

多い｡ これは工大では強誘電体の研究者の古 (:か らの伝統があるという こ一とに

よるのであろ う｡

強誘電体についてとくに興味ある点を 1,2に要約すれば,1)強誘電性の

出現する機構は何か,2)弊諸電位相転移の機構はどうをっているのか としへう

点 であろ う｡ 識性については専門家では覆いが,徽性体におけるス ピンに対応

すえ電気双碍子モーメン トとい うものが,強誘電体では物質によって多岐の様

相を示すたーめ,統一的に話 しを進められ夜い とい うことであろ うo 今後の理論

と実験の協力のもとに研究を進めることが大切であろ う｡

強誘電体では誘電率または感受率が電場の強さによって変化,す夜わち非線

形現象を示す｡ 光学領域では,誘電蜜は屈折率の2乗に等 しいことは周知のこ

とである｡ そこで光学非線形効果によって強誘電性相転移を研究することは,

新 らしい情報 をもたらすに違いな.い と考え られるo

われわれの研究室は,まだ始まって数年にしか怒らをいが,第 1の目標 とし

て強誘電体の研究を光学非線形の立場か ら,研究することであった｡ 現在,こ

ゐ研究室にあるレーザーは He-Ne5台,ガラス 1台で,この うち He-Ne

1台,ガラス 1台を用いて 2次帝調波発生の測定を行なっているo He-Neの

連続波を用辛 る測定方法は世界でもあま b例が貴 く,よい成果を期待 している̀｡
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